


































を予言している」という解釈について考えてみよう（R. E. Brown, An Introduction to the New 
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からである。その場合、「1世紀末頃に成立した文書の著者は、
自らの同時代人に向けて
3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3
何かを語ろうとしたのであり、20世紀の出来事を知る由もない」と言
えば簡単に解決する。つまり、この例で指摘したいのは、聖書解釈が人々の間で共有される
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ためには歴史的検証が説得力を持つ
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ということである。もちろん、テキスト解釈のためには文
脈や物語に関する考慮も必要であるが、歴史的視点の考察は解釈の前提として必要最低限の
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封印し
た上で聖書解釈に集中したい。















沼寿雄『新約本文学史 蛭沼寿雄選集 第3巻』新教出版社、2011年; エーバハルト・ギュー
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　当然のことであるが「現代の課題から





























頁; D. A. Black, New Testament Textual Criticism: A Concise Guide, Grand Rapids: Baker, 
1994; J. H. Greenlee, Introduction to New Testament Textual Criticism, Rev. ed., Peabody, 
MA: Hendrickson, 1995; P. D. Wegner, A Student’s Guide to Textual Criticism of the Bible: 

































ければならないのは同じである（cf. C. L. Blomberg/ J. F. Markley, A Handbook of New 
Testament Exegesis, Grand Rapids: Baker Academic, 2010, pp. 37-45; W. W. Klein/ C. 
L. Blomberg/ R. L. Hubbard, Jr., Introduction to Biblical Interpretation, 3rd ed., Grand 
Rapids: Zondervan Academic, 2017, pp. 191f.）。しかし日本の場合は、1549年にザビエル
が現れるまで聖書の思想が存在しなかったのであるから、日本の伝統的な思想とは異なる思
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想を日本語で表現する
















































































































































点で、使徒言行録と一致するものとは言えない（cf. G. D. Nave, The Role and Function of 
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生じさせる問題が常に含まれている
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文学批評を取り入れている点に特徴がある。聖書テキストを物語として読み解く
場合にも歴史的視点が必要であるというライトの主張を支持し、われわれの解釈モデルを構
築したい。
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※以下は、当該論文の後編として予定している項目である。
4. 聖書のメッセージの抽出
4. 1. 聖書の時代背景への集中―現代的先入観の排除
4. 2. 解釈対象文書全体との整合性
4. 3. 普遍的メッセージの抽出
4. 4. 現代社会の諸問題への適用
